
素粒子論セミナー

古典的スケール不変性を持った素粒子模型におけるト
ポロジカルソリトンとその相互作用について

Yu Hamada (KEK)

超伝導体、中性子星、素粒子物理、初期宇宙など、様々な系において対称性の自発的破れを
伴った相転移が重要となる。特に連続的な対称性の自発的破れに伴い、トポロジカルソリトンと
呼ばれる非摂動的なオブジェクトが生成される場合がある。このようなトポロジカルソリトン
は系の巨視的な性質を特徴付けるためしばしば重要となる。特に、トポロジカルソリトン同士
にどのような相互作用が働くのか、どのように時間発展するのかは系の時間発展そのものを決
めるため重要な問いである。我々は、素粒子物理における自然性問題を解決する模型として注目
されている、古典的スケール不変性を持つAbelian-Higgs模型において、渦糸 (ボーテックス・ス
トリング)と呼ばれるトポロジカルソリトンがどのような性質を持つかを明らかにした。特に、
2つの渦糸間の相互作用は、従来の 2次項-4次項タイプのポテンシャルを持つAbelian-Higgsモ
デルのそれとは大きく異なることがわかった。このことが示唆する宇宙論的な影響についても
議論する予定である。
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